「卒業研究」に関するチェックシート　


学籍番号
　　　　
氏名

　　　　
研究室名　
　

(A)
地球的視点で考える能力

（A-4：多面的視野能力）

個人・一社会・一国の視点だけでなく、多面的に問題をとらえ、社会への貢献や地球環境に配慮できたか？(卒研・卒論全体)
(B)
技術者倫理を理解する能力

（B-3：技術者倫理に基づくデザイン） 
技術者の倫理観や社会の常識に配慮したデザインや研究ができたか？(卒研・卒論全体)
(C)
コミュニケーション能力

（C-1：日本語作文能力）

論理的で筋道のある、正しい日本語を書くことができたか？（卒論）
(C-6：実験・調査結果の

実験・調査した内容をプレゼンテーションすることができたか？（ゼミ発表）

プレゼンテーション能力)
また、コミュニケーションを円滑に進めるために、分かりやすいプレゼンテーション資料を作成することができたか？(ゼミ資料)
(C-7：実験・調査結果の

指導教員や院生・他の学部生とコミュニケーションをもち、論理的にディスカッションできたか？ 

ディスカッション能力)

その際、相手の質問を理解し、的確に答えることができたか？（ゼミ発表）
(H)
課題設定能力

(H-3：課題発掘能力)

文献調査の結果や専門の知識を駆使し、電気・電子・情報工学の分野に関連する問題点を見つけ出すことができたか？(卒研・ゼミでの文献調査)
(I) 
デザイン能力

(I-1：デザイン構想能力)

問題に対し複数の解決策を構想し、提案することができたか？条件や制限を考慮に入れ、
最適な解決方法を選択し、課題を設定･提案できたか？(研究目的)
(I-2 : 研究計画能力）

条件や制約を考慮に入れて研究を計画的に進め、継続的な努力によって、系統的かつ必要なデータを得ることができたか？(研究全般・結果)
(I-3 : 問題解決能力）

様々な専門知識をふまえ、得られた研究結果の正当性を正しく判断し、定期的に報告することができたか？(結果・考察、ゼミなどの研究報告)




さらに様々な角度から考察することによって、新たに生ずる課題を設定して研究を進め、問題を解決することができたか？(ゼミなどの研究報告)
（I-4 : 問題解決のための

報告会において、指導教員や大学院生･他の学部生から指摘された内容を的確に把握し、今後の研究に生かすことができたか？(卒研での質疑)
　　　　　　　ディスカッション能力）
　　　　　　　　　　　　　また、関連する研究に興味を持ち、疑問点などを質問することができたか？(ゼミでの質疑)
（I-5 : 問題解決のための

調査・研究を行った内容を的確に表現するストーリーを構築し、専門知識や技術に裏打ちされた
　　　　　　　プレゼンテーション能力）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　説得力のあるプレゼンテーションを行うことができたか？(卒研でのプレゼン)
(I-6：問題解決のための

研究によって得られた成果を、卒業論文にまとめることができたか？(卒業論文)

報告書作成能力)
（評価　Ａ：優　Ｂ：良　Ｃ：可　Ｄ：不可）




その他、お気づきの点や判断基準があればご記入ください。
合　　　　否











合　　　　否
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